
日
本
の
女
性
の
睡
眠
時

間
は
世
界
で
も
特
に
短
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎

日
新
聞
は
、
9
月
3
日
の

睡
眠
の
日
に
合
わ
せ
て
、

睡
眠
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
小
林
麻
利
子
さ
ん

と
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
竹
脇
ま

り
な
さ
ん
が
、
睡
眠
を
通

じ
て
健
康
を
保
つ
秘
訣
を

語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

眠
り
の
た
め
に

今
日
か
ら
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ

や
、
な
が
ら
運
動
も
紹
介
。

ア
ー
カ
イ
ブ
も
視
聴
で
き

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
こ

ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

（
小
野
田
香
織
）

南海トラフ巨大地震＝地図＝が起

きる可能性は30年以内に80％程度と
されています。もし発生したら、最
悪の場合には29万８０００人が犠牲
になると想定されています。そうし
た被害を減らすために、国はどんな
取り組みを進めているのでしょうか。
国難とも言える大災害にどう備えれ
ば良いのか、難しいニュースを分か
りやすく伝えるコーナーでまとめま
した。

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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8月10日・17日合併号

17日（日）＝１、３面

13
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

（水）

戦
時
の
記
憶
ど
う
つ
な
ぐ
か

先
の
大
戦
の
犠
牲
者
に
思
い
を

は
せ
、
平
和
の
大
切
さ
を
か
み
し

め
る
８
月
を
迎
え
て
い
ま
す
。
戦

中
の
体
験
を
社
会
全
体
で
共
有
す

る
こ
と
は
、
歴
史
に
学
び
、
平
和

な
世
界
を
築
く
基
礎
を
な
す
も
の

で
す
。

戦
後
80
年
を
迎
え
、
当
時
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
体
験
者
は
ご
く

限
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
戦
争
や

戦
時
体
験
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
継
承

の
意
義
と
課
題
を
聞
き
ま
し
た
。

被爆した哲学者・森滝市郎さんの反核への執念

哲学者・森滝市郎さん（１９
０１～９４年）は１９４５年８
月、広島市内で被爆し、右目を
失明するなど負傷をします。戦
時中に教育者として戦争に加担
した自身の過去を悔い、戦後は
反核運動に心血を注ぎます。森
滝さんは94年に亡くなりますが、
今回の執筆者、高尾具成記者は
生前の森滝さんに取材していま
した。
高尾記者は最近になって、原

爆投下直後の状況を克明につ
づった手記と出合います。森滝
さんが語った内容を教え子たち
が書いた口述筆記で、そのタイ
トルは「さいやく記」。「さい
やく」とは恐らく「災厄」と思
われます。そこでは一切の核を
拒否する「核絶対否定」の考え
が貫かれていました。「さいや
く記」の内容をひもときながら、
戦後80年の戦争と平和を考えま
す。

10日（日）＝総合面南海トラフ巨大地震、どう備える

日本が敗戦を迎えた１９
４５年生まれの人たちは、
戦後日本の映し鏡といって
いいでしょう。この企画は
炎暑の２０２５年夏、かつ
て焼け野原から立ち上がり、
ゆらぎ、まどいながら時を
重ねてきた先達を訪ねるロ

ングインタビューです。
この日登場するのは、お

好み焼きチェーン「千房」
創業者の中井政嗣さん＝写
真。がむしゃらに駆け抜け
た来し方を振り返り、現代
ニッポンに思うことを語り
ます。

12日（火）＝夕刊２面
「戦後８０年 わが人生」中井政嗣さん

森滝市郎さんのノート。爆風で飛び散っ
たインクの跡が残る
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